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巣箱によるアカケラの繁殖

原田修’←佐野清貴２

１°はじめに

アカゲラｐｅ"dﾉー ocOPosm”oﾉー は，北海道と本州に分布し，本州中部以北では山地の林に普通に

みられるキツツキの仲間である．1988年５月から７月にかけ，ウトナイ湖サンクチュアリ内に設侭し

た丸太で営巣，繁殖した．アカゲラが人為的に設置した丸太で繁殖した例は珍しいので，観察記録を

報告する．報告にあたり，資料を提供していただいた由井正敏氏，調査等に協力していただいた三木

昇氏とボランティア諸氏に厚くお礼申し上げる．

２．設綴の目的，状況

ウトナイ湖サンクチュアリ，ネイチャーセンター（以下“ＮＣ”と略）周辺の環境は，ハンノキの

疎林が優先し，アカゲラが営巣できるようなある程度の太さの木がみられない．そこで，自然に親し

むミニ・サンクチュアリ施設の一環として，丸太（北海道大学苫小牧演習林より寄贈）を没徹し巣箱

の供用を試みた．観察は，ウトナイ湖サンクチュアリの調査活動として行った．

材はミズナラで，腐朽菌により３分の２が柔らかくなっている．上部より８ｃｍの所に直径２ｃｍ，

深さ1.5ｃｍの穴をあけ，巣穴掘りを誘導した．これに上下に板をはり支柱を４本つけ，全体が2.1ｍ

程の商さに仕上げた（図１）．設置位置はＮＣからみえるエサ台の奥で，ＮＣとは23ｍ程の距離があ

る（図２)．

３．繁殖状況

丸太は３月に設腫した．巣づくりの開始時期は確認できず，５月17日に初めて巣穴（誘導した穴は

使わず自分で掘ったもの）をのぞく雄が観察された．以下，円を追って記すと
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図１．設侭丸太の．､j書法（単位：ｃ､）図２．設侭した丸太を利用して繁殖するアカケラ
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５/１９雄の巣づくり．巣近くで交尾．

２０巣ほぼ完成．

２１交尾；

２３雌が巣に入ったまま．この頃より抱卵に入ったものと思われる．

６／１抱卵中．１～２時間毎に雄雌交代．

９餌を運び始める．

１０雄がＮＣの窓ガラスに激突し死亡（飛んでいる虫を追っていた模様)．

１１餌運び：観察１時間の間に４～25分間隔．

１３雌が巣内にいる時，別のアカゲラ雄が来て巣穴をのぞく．内より雌が威嚇．

１７．雌が留守中に，別のアカゲラ雄が来て巣穴をのぞく．

・餌運び：観察６時間の間に，最大20分でほぼ２～８分間隔．

・時々木くずをくわえて飛び去る．

２２雌は巣穴に入らず外から給餌するようになり，ヒナの顔がみえ始める．

２９雌は巣穴より少し離れて給餌するようになり，ヒナは体をのり出して餌をもらう．

３０．ヒナは全身の1/3ほどをのり出すようになる．

・雌は巣に来ても給餌せずに飛び去るようになり，１回の給餌で与える凪も少ない．

．l～10分間隔でやって来るが，給餌しない頻度が高い．

・ヒナは親の足をつついたり，くわえて引っぱったりする．顔がみえる時は絶えず鳴いている

が，時々巣穴の中へ弓1つこむ．

７／１．ＡＭ､５：０２内から押された形で，ヒナが巣穴から落ちる．２，３度戻ろうとして支柱を上

るがすべり落ち，林の方へ飛び去る．

・餌運び：最大28分で他は２～７分間隔．

・６：３１雌が給餌を終えて飛び去った１０分後，２羽目のヒナ自発的に飛び立つ．

・餌運び：２～９分間隔．

・８：５５前回の給餌から50分おいて，雌が給餌後飛び去ると後を追うように３羽目のヒナが

巣立つ．

・１２：１８４羽目のヒナ巣立つ．３羽目のヒナが巣だってから雌は一度も来なかった．

４．他の巣箱利用例

アカゲラの巣箱利用について，他の例を調べた限りでは，外国での確実な報告はない（由井1986)．

国内では，林業試験場東北支場でマツ枯防止の研究として，マツノマダラカミキリの幼虫の天敵であ

るアカゲラの誘致・増殖のために，人工巣の架設実験が行なわれている．カンパ類の間伐木の丸太を

利用し，中をくり抜いたもの（中空式)，それにオガクズを詰めたもの（オガクズ式)，ただの丸太に

入口部だけ小穴を開けたもの（入口式)，とさまざまなタイプのものが試みられた．中空式やオガク

ズ式は，ねぐらには利用されたが繁殖には至らず，入口式に３例ほど営巣が確認された（由井1986,

1987)．
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